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教本 ベクトル　第 12回

ベクトルを幾何学に応用してみる。今回は図形をベクトルで表現してみる。
点の存在範囲について考えてみる。

ベクトルの分解� �
平面上のベクトル，a⃗, b⃗がある。
ka⃗+ l⃗b = 0⃗なる (k, l)は自明なもの (0, 0)以外はないとする。
このとき，平面上の任意のベクトル p⃗に対して，p⃗ = sa⃗+ t⃗bなる実数の組 (s, t)が一意
に定まる。� �
3点が一直線上にある条件� �
3点D(d⃗), E(e⃗), P(p⃗)が一直線上にある。
⇐⇒

−→
DP = k

−→
DEなる実数 kが存在する。

⇐⇒ p⃗− d⃗ = k(e⃗− d⃗) ⇐⇒ p⃗ = (1− k)d⃗+ ke⃗

⇐⇒ p⃗ = sd⃗+ te⃗と表すとき s+ t = 1� �
次の問題を考えてみる。

例題
三角形OABにおいて，

−→
OP = s

−→
OA+ t

−→
OBとする。s, tは次の条件を満たす。

s+ t = 2, s = 0, t = 0

この条件を満たす点 Pの存在範囲を見てみる。
3点が一直線上にある条件に当てはまるように変形する。(Hesseの標準形)
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s = 0, t = 0とあわせると，Pは線分 CD上にある。ここで，CはOAを 2:1に外分する
点，DはOBを 2:1に外分する点である。

例題
三角形OABにおいて，

−→
OP = s

−→
OA+ t

−→
OBとする。s, tは次の条件を満たす。

s+ 2t = 2, s = 0, t = 0

この条件を満たす点 Pの存在範囲を見てみる。

−→
OP = s

−→
OA+ t

−→
OB, s+ 2t = 2から，sを消去して，

−→
OP = (2− 2t)

−→
OA+ t

−→
OB

t = 0とすると，
−→
OP = 2

−→
OA, t = 1とすると，

−→
OP =

−→
OB, Pは線分 CB上にあるので

はないかと予想を立てる。ここで，CはOAを 2:1に外分する点である。

実際，3点が一直線上にある条件に当てはまるように変形する。(Hesseの標準形)
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s = 0, t = 0とあわせると，Pは線分 CB上にあることがいえる。


